（ｂ）上部構造　(現況)

	階
	方向
	強さ

Ｐ（kN）
	配置

E
	劣化度

D
	保有する耐力

Pｄ（kN）
	必要耐力

Qｒ（kN）
	上部構造

評点

	３階
	X
	
	
	
	
	
	

	
	Y
	
	
	
	
	
	

	2階
	X
	
	
	
	
	
	

	
	Y
	
	
	
	
	
	

	1階
	X
	
	
	
	
	
	

	
	Y
	
	
	
	
	
	


	上部構造評点
	耐　震　性　の　判　断

	１．５以上
	倒壊しない

	１．０以上～１．５未満
	一応倒壊しない

	０．７以上～１．０の未満
	倒壊する可能性がある

	　　　　　　　　０．７未満
	倒壊する可能性が高い


※上部構造評点が０．７未満「倒壊する可能性が高い」または上部構造評点が１．０未満「倒壊する可能性がある」と判定された場合は、何らなの問題がありますので、より詳細な精密診断や耐震補強設計（補強後の最終耐力等の確認）を依頼することをお勧めします。

また、リフォームを検討している場合は、是非この耐震診断結果を参考に耐震補強を行ってください。

下記事項についても重要ですので改善して下さい。

	項目１

	

	項目２

	

	項目３

	

	項目４

	

	項目５

	


記入例

	項目１．ブロック塀について

	　　北側コンクリートブロック塀の中央部に大きな亀裂がありました。

　　西側の化粧コンクリートブロック塀にも亀裂がありました。

　　やや危険な状態ですので、改修工事を行うことをお勧めします。

	項目２．内外の地面の高さの差について

	　　床下の湿気に関して現在のところは問題ありませんが、今後も良い状態を保つ為に、床下の地面の高さよりも建物周囲の地面が高くならないようにして下さい。　　（建物周囲に土を

　　盛らないで下さい。

	項目３．換気口について

	　　床下や小屋裏の換気状態は良好です。

　　今後も良い状態を保つ為、床下換気口の周囲に物を置かない等の対策を継続して下さい。



	項目４．2階の重量物について

	　　2階には重い物(本棚、ピアノ等)をなるべく置かない方が良いでしょう。

　　（2階を軽くすることで重心が低くなり、建物の揺れを小さくすることができます。



	項目５．家具の転倒防止について

	　　大きな家具は固定してありましたが、本棚や茶箪笥等も大小に関わらず出来るだけ固定

　　される事をお勧めします。（柱や壁の下地のある所にしっかりと固定してください。）

　　冷蔵庫やテレビ等も同様です。

	項目６．その他（照明器具の落下等）

	　　大きな地震時には照明器具が破損し落下することも考えられますので、コードペンダント式

　　の照明器具は、地震時に大きく揺れないように斜めにひも等で押さえると良いでしょう。
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